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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文では、上海市の交通に起因する道路混雑や大気環境汚染等の都市問題改善に向けた施策の考え方とそ
の効果の提示を目的とした。そのため、上海市の都市形態とその形成過程で生じている交通の実態を概観した
上で、それに対応したゾーン毎の交通特性を大阪市のデータと比較分析するとともに、特に中国の交通体系の
特徴である自転車との混合交通を念頭に、大阪市での一方通行施策やシンガポール・ロンドン等での入域課金
制度の事例データに基づいた、自動車交通対策の導入可能性とその効果を推計し、自転車交通流を想定した道
路容量の算定方法について提案した。 
 本論文は序論と結論を含めて６章で構成した。 
 第１章の序論では、研究の背景と目的、特に本研究で取り組む内容の範囲を定めた。 
 第２章では、研究の対象とした上海市の都市形成、経済、交通、大気環境の実態とその対策を概観し、これ
までの経緯を踏まえた上で、将来の交通環境改善の検討に向けて、マクロ的な人の移動（パーソントリップ）
特性の分析とそれに基づいた道路交通の分析・評価の方法等が必要であることを示した。 
 第３章では、上海市總合交通規劃研究所の協力を得て、上海市で実施されたパーソントリップ調査とサンプ
リング調査の集計データを入手し、人の移動特性を客観的に分析し、京阪神都市圏パーソントリップ調査デー
タと比較しつつ、その特徴を明らかにした。 
 第４章では、自動車交通に焦点を当て、前章の人の移動の中で占める位置づけを明らかにし、これに係わる
諸問題を抽出するとともに、大阪市における幹線道路一方通行化施策を上海市都心部に導入した場合のケース
スタディによって交通環境改善効果を推計した。さらに上海市における現在までの自動車交通対策を踏まえた
上で、シンガポールやロンドン、東京における課金制度を概観し、上海市への適用条件とそれによる環境改善
効果についても推計した。 
 第５章では、中国、特に上海都市における交通の特徴である自転車と自動車の混合交通に対処するため、事
例調査結果を交えながら、交通流に影響を及ぼす自転車の主な走行特性を抽出し、それぞれの特性を表現する
ための指標を提案するとともに、これらに基づいた自転車の道路交通容量算定方法についても提案を試みた。 
 第６章では、上海市都心部における交通環境改善の検討には、自動車と自転車の両側面からのアプローチが
必要であることを提示しつつ、第２章から第５章までの成果をとりまとめた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 上海市における目覚ましい経済発展は、一方で、交通混雑とそれに伴う大気汚染等の環境問題を顕在化させ
てきた。これに対して、様々な施策が提案されているものの、具体的なデータによる検証と理論的アプローチ
が十分とは言えない状況にある。特に、中国主要都市における代表交通手段となっている自転車交通流の解析
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と自動車交通への影響の解明が急がれている。 
 本論文では、まずこのような背景を紹介し、研究の位置づけと目的を明示した上で、上海市の都市形成、経
済、交通、大気環境の実態と対策を概観し、今後の交通環境改善の検討に、マクロ的な人の移動（パーソント
リップ）特性とそれに基づいたミクロ的な道路交通特性の両面についての分析、並びに自動車と自転車両面か
らのアプローチが必要であることを指摘している。 
 マクロ分析については、上海市パーソントリップ調査およびサンプリング調査の集計データと、京阪神都市
圏パーソントリップ調査データとを比較しつつ、上海市における人の移動の特徴を明らかにしている。 
 次に、これらの基本的な交通特性の中で自動車交通の占める位置づけを明らかにし、これに係わる諸問題を
抽出するとともに、大阪市における幹線道路一方通行化施策を上海市都心部に導入した場合のケーススタディ
から交通環境改善効果を推計している。さらに、シンガポールやロンドンにおける課金制度を概観し、これを
上海都心部に適用する場合の条件とその環境改善効果についても検討している。 
 一方、自転車と自動車の混合交通に対処するため、現地調査結果を交えながら、自転車交通流における基本
的な走行特性を明らかにし、その指標化を試みるとともに、これらに基づいた自転車交通容量の算定方法につ
いても提案している。 
 以上のとおり、マクロ・ミクロ両面からの交通特性の分析と、自動車と自転車両面からのアプローチによる
本研究の成果は、上海市都心部における交通環境改善方策の検討に貢献するとともに、近年自転車利用促進策
を謳っている我が国の都市交通政策の検討にも参考となるものであり、交通計画分野の発展に寄与するところ
が大きい。よって、本論文の著者は、博士（工学）の学位を受ける資格を有するものと認める。 
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